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1. はじめに 
私たちは，言語情報(言葉など)と非言語情報(表情など)

を用いて，感情のやりとりを含めたコミュニケーションを

行っている．また，筆者らはこれまでに，発話時における

口唇の横幅および縦幅の変化 (以下，口唇の動き特徴と表

記する)を用いて，心理変化の有無が判別可能であること

を明らかにしている[1]．しかしながら，心理変化の有無は

判別可能であるものの，心理変化における感情の種別およ

び強度の定量化には至っていないのが現状である． 
そこで本稿では，感情の種別として“喜び”に着目し，

対象者が喜びを感じたときの口唇の動き特徴について検討

を加えた． 

2. 使用データ 
日常一般的と考えられる蛍光灯による照明下(照度 500～

1000lx)において，CCD ビデオカメラ(Point Grey Research 社

製 Grasshopper)を用い，7 名の被験者 a～g(20 代男性，モン

ゴロイド)が本人の名前を発話する動画像(60 フレーム毎秒)
を取得した．次に，取得した動画像を時系列静止画像

(24Bit Color；320×240 画素)に変換し，これを使用データ

とした．具体的には，連続して取得した使用データ 6 回分

を発話データセットとし，情動喚起映像の提示前および提

示後にそれぞれ取得した．情動喚起映像は，お笑い番組

[2][3]より抜き出した 10 分程度のコンテンツ 3 本(場面 1～
3)であり，1 日 1 本ずつ被験者に提示した．さらに，各被

験者において 8 日分の発話データセットをそれぞれ取得し，

検討用データとした．また，被験者には各データの取得日

毎に体調・心理状態に関する調査を行った．なお，各被験

者には，予め本研究の趣旨を説明し，同意を得た上でデー

タを取得している． 

3. 口唇の動き特徴解析 

3.1 口唇形状の自動抽出処理 

口唇は肌と比較して赤みを有している．そこで本研究で

は，口唇と肌における赤みの差に着目した口唇形状自動抽

出法[4]を用い，口唇形状を抽出した．なお，対象画像によ

っては口唇が誤抽出される場合を認めた．このような誤抽

出に対しては，手動により補正を施している． 

3.2 口唇の動き特徴算出処理 

3.1 節で抽出された口唇形状を用いて，口唇の動き特徴

を算出した．口唇の動き特徴算出処理の流れを以下に示す． 
 
 
 
 
 

(1)口唇の横幅および縦幅の時系列変化抽出処理 
抽出された口唇形状に着目して，口唇の横幅 diXnおよび

縦幅 diYnの時系列変化を抽出した．なお，diXnおよび diYn

は，動画像を分割して得られる n フレーム目の画像データ

における口唇の横幅および縦幅である． 
(2)平滑化処理 
抽出された口唇形状の持つ“あいまいさ”に起因し，

diXnおよび diYnの時系列変化にノイズの含まれる場合を認

めた．そこで，ノイズ除去を目的として，中央値を用いた

平滑化処理および平均値を用いた平滑化処理を施した． 
(3)口唇の横幅および縦幅の伸縮度合い算出処理 
データ取得時における被験者とビデオカメラ間の距離変

化の影響を軽減するため，発話開始前の口唇を閉じた状態

(以下，初期フレームと表記する)の diX1および diY1を基準

とする伸縮度合い(raXn および raYn)を(1)式，(2)式を用いて

それぞれ算出した． 

raXn = 
diXn

diX1
×100         (1) 

raYn = 
diYn

diY1
×100         (2) 

(4)時間軸の正規化処理 
同一人物が同一内容を発話した場合においても，取得デ

ータの総フレーム数は発話毎に異なる．そこで，総フレー

ム数を 100 とする時間軸の正規化処理を施した．具体的に

は，正規化後のフレーム番号(以下，フレーム位置と表記

する)に対応する raXn および raYn をそれぞれ算出し，正規

化後の横幅の伸縮度合い Xi および縦幅の伸縮度合い Yi と

した(i は 1～100 の整数)．本研究では，発話に伴う Xiおよ

び Yiの変化を口唇の動き特徴とした．口唇の動き特徴例を

図 1 に示す． 

3.3 発話データセットの特徴量算出処理 

発話データセット同士の比較を行うため，横幅および縦

幅の口唇の動き特徴における分散値の平均値 Vax および

Vay を算出し，各データセットの特徴量とした．Vax を例

にして算出方法を以下に示す． 
 

 
図 1 口唇の動き特徴例 
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はじめに， j 回目の発話における i 番目のフレーム位置

の横幅の伸縮度合いを Xij とした．ここで，i は 1～100，j
は 1～6 の整数値である．次に，データセット内の各フレ

ーム位置において，Xij の平均値Xiを算出した．さらに，各

フレーム位置において分散値 Vxi を(3)式を用いて算出した．

最後に，Vxiの平均値を算出し，これを Vax とした． 

Vxi= 
1

6
෍ (Xij - Xi)

2
6

j=1

        (3) 

4. 評価指標 

4.1 ばらつきの増減率 

映像提示前後におけるばらつきの変化を示す指標として，

ばらつきの増減率 α を定義した．横幅におけるばらつきの

増減率を例にして算出式を(4)式に示す．ここで，Vax1は映

像提示前の Vax，Vax2は映像提示後の Vax である． 

α = 
Vax2 - Vax1

Vax1
 × 100        (4) 

4.2 感情の評価値 

本研究では，映像視聴中に感じた喜びの感情を被験者自

身が 3(強)，2(中)，1(弱)，0(無)の 4 段階で評価し，これを

感情の評価値とした． 

4.3 定常状態のばらつき 

本研究では，体調・心理状態が良好な場合を“定常状態”

と定義し，定常状態における口唇の動き特徴のばらつきを

算出した．例えば，横幅の口唇の動き特徴を算出する場合，

検討用データにおいて，定常状態であると判定された日に

おける Vax をそれぞれ算出した．次に，それらの中央値を

被験者毎にそれぞれ算出し，得られた結果を各被験者にお

ける定常状態のばらつき Vcx とした． 

5. 実験結果および検討 
喜びの感情は笑顔として表出される．このとき，口角

(上唇と下唇の接合部)の位置が上がるため，通常の発話と

比較して口唇が左右方向に大きく開く．そこで本研究では，

喜びの感情が口唇の横幅の動きに影響を与えると仮定した．

具体的には，発話データセットの特徴量として Vax に着目

し，映像提示前後における値を比較した． 

5.1 全被験者の Vax に関する検討 

全 21 場面(被験者 7 名×3 場面)の中で，喜びの感情の程

度が弱いと判定された 4 場面を除く 17 場面を対象場面と

し，Vax1と Vax2の大小関係の比較を行った(表 1 参照)． 
一方，喜びの感情が身体に及ぼす影響について専門家の

意見を聴取したところ，「同じ“笑い”であっても，“興

奮した笑い”と“穏やかな笑い”がある」との知見を得た．

このことは，①喜びの感情が喚起されることで興奮し，口

唇の動き特徴におけるばらつきが大きくなること，②喜び 
 

表 1 対象場面における Vax の比較結果 

比較結果 場面数 割合(%) 

Vax2＞Vax1  (α≧25) 7 41.2 

Vax2≒Vax1  (-25<α<25) 4 23.5 

Vax2＜Vax1  (α≦-25) 6 35.3 

の感情が喚起されることでリラックスし，口唇の動き特徴

におけるばらつきが小さくなることを示唆している．すな

わち，喜びの感情が喚起されることで，口唇の動き特徴に

おけるばらつきには変化が生じると考える． 
映像提示前後において Vax の変化する場面は，17 場面

中 13 場面(76.5%)であった．このことは，喜びの感情が喚

起されることで，各発話における口唇の動き特徴のばらつ

きに変化が生じる可能性を示唆している．  

5.2 被験者 b の Vax に関する検討 

各情動喚起映像の提示前後における被験者 b の Vax を図

2 に示す．場面 2 において，Vax2は Vax1よりも大きいこと

がわかる．一方，場面 1 および場面 3 では，Vax1 と Vax2

にはあまり変化が見られない．場面 1 について検討を加え

たところ，Vax1が Vcx よりも大きいことを認めた．場面 1
における調査では，「緊張している」との回答を得ており，

緊張に起因して場面 1 の Vax1 は大きくなったと考える．

また，場面 1 の Vax1 が Vcx と同程度であったと仮定する

と，Vax2 は Vax1 よりも大きくなったと判別可能である．

一方，場面 3 の Vax1は Vcx と同程度である．そこで場面 2
と場面 3 における感情の評価値の平均値を比較したところ，

場面 3 は 0.13 であり，場面 2 の 0.20 よりも小さいことを認

めた．したがって，喜びの感情の程度が弱かったために映

像提示前後における変化が小さかったと考える． 

6. おわりに 
本研究では，対象者の喜びの感情が喚起されたときの口

唇の動き特徴について検討を加えた．その結果，喜びの感

情が喚起されることで，各発話における口唇の動き特徴の

ばらつきに変化が生じる可能性のあることが明らかとなっ

た． 
 

 
図 2 被験者 b の各場面提示前後における Vax 
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